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商工観光スタートアップ支援事業　補助金等交付基準 

 

 

１．効果からみた基準 

（１） 事業・活動の目的、視点、内容等が社会・経済状況に合致していること。 

（２） 補助金の支出が客観的に見て経営上必要であること。 

（３） 北海道なかふらの観光案内所「駅前ＢＡＳＥ３３」を核とした市街中心部の活

性化と地域経済の発展に寄与することが認められること。 

（４） 町内で成長・発展・持続化を目指す事業者等の設備投資やチャレンジを行い、

将来的に中富良野町内での起業を目指す事業者等に合致していること。 

（５） 行政と商工業者の役割分担の中で、町が補助すべき事業・活動であること。 

（６） 施設の整備等に関する補助は、町の施策に合致しており、町の役割分担が明白

であること。 

 

 

２．的確性からみた基準 

（１） 支出の根拠が明確で、法令等に違反していないこと。 

（２） 団体等の会計処理及び使途が適切になされていること。 

（３） 団体等の決算における繰越金の額は、補助金の額を超えていないこと。 

（４） 団体等の事業活動の内容が団体の目的とずれていないこと。 

 

 

３．期限からみた基準 

（１） 単年度補助とする。 

 

 

４．申請回数からみた基準 

（１） 特に回数制限は設定しない。 

（２） １回の申請において上限額までとする。 

 

 

　５　制限からの基準（町の施策による補助金等に適用） 

（１） 税金、公共料金等未払い滞納がないこと。 


